














































年 10 月 17 日．本学未来ホール）の冒頭で『私
が講演会で話すことはいつも同じです。しか
し、聴衆との知的なつながりの結果、いずれ
も異なるものになるのです』と話された。聴
衆との対話により創造される講演会という作
品づくりは、氏にとって至高のやりがいと
なっていると感じさせる言葉であった。本学
の連携事業の中にも、参加者と本学教員が企
画から直接連携し、開催しているものが見う
けられます。例えば、「特産物を考える会」「京
都市中京区明倫学区住民」「京都府内の理科
教員」との共催で開催される講演会・講座・
研修会であります。その中に感じる、本学が
思い描く地域連携やみなさまが織り成す四虹
京学の萌芽が大きく育つよう、研究・連携支
援センター一同努めて参りたいと思います。
研究・連携支援センター長 髙　瀨　尚　文
